
平
成
二
十
三
年
九
月
十
六
日
提
出

質

問

第

三

一

号

豪
雨
発
生
時
に
お
け
る
避
難
・
救
助
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

木

村

太

郎
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豪
雨
発
生
時
に
お
け
る
避
難
・
救
助
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

前
任
の
菅
再
改
造
内
閣
が
総
辞
職
し
、
内
閣
総
理
大
臣
指
名
選
挙
が
行
わ
れ
て
い
た
同
時
期
、
ま
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
半

年
が
過
ぎ
、
防
災
の
日
の
節
目
に
は
災
害
意
識
が
高
ま
っ
て
い
た
日
本
列
島
で
は
、
台
風
十
二
号
が
紀
伊
半
島
を
中
心
に
千
八

百
ミ
リ
を
超
え
る
豪
雨
を
も
た
ら
し
、
近
年
で
は
平
成
十
六
年
の
台
風
二
十
三
号
以
来
の
深
刻
な
被
害
を
与
え
た
。

報
道
に
よ
る
と
、
八
日
午
前
零
時
現
在
の
ま
と
め
で
、
死
者
・
行
方
不
明
者
百
十
人
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
特
に
和
歌
山
県
や

奈
良
県
な
ど
で
は
山
崩
れ
が
多
発
し
、
河
川
の
増
水
で
家
が
流
さ
れ
、
死
者
・
行
方
不
明
者
の
多
く
が
逃
げ
遅
れ
た
と
み
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
道
路
の
寸
断
に
よ
っ
て
未
だ
に
多
く
の
住
民
が
孤
立
し
、
自
衛
隊
や
警
察
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
救
援
活
動
を

続
け
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

総
務
省
消
防
庁
に
よ
る
と
、
台
風
の
接
近
に
よ
り
十
四
万
人
以
上
に
避
難
指
示
・
勧
告
が
出
た
も
の
の
、
実
際
に
避
難
し
た

の
は
約
四
千
五
百
人
と
し
て
お
り
、
一
部
地
域
で
は
避
難
指
示
は
出
さ
ず
、
住
民
の
判
断
に
任
せ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

自
公
政
権
時
の
平
成
十
七
年
か
ら
、
市
区
町
村
に
対
し
て
求
め
て
い
た
水
害
発
生
時
に
避
難
勧
告
な
ど
の
具
体
的
な
基
準
が

着
実
に
進
ん
で
い
る
と
は
言
い
難
く
、
そ
の
主
た
る
原
因
は
、
こ
れ
ま
で
の
鳩
山
・
菅
政
権
に
お
け
る
「
地
方
に
厳
し
く
、
自

分
に
甘
い
」
姿
勢
が
、
全
国
の
自
治
体
と
の
信
頼
及
び
協
力
関
係
を
希
薄
に
し
て
し
ま
っ
た
と
解
釈
す
る
か
ら
で
あ
る
。

一



東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
地
へ
の
対
応
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
国
は
自
衛
隊
、
警
察
、
全
国
の
自
治
体
、
自
治
体
消
防
、

消
防
団
等
と
の
信
頼
関
係
を
回
復
さ
せ
、
有
事
に
備
え
る
万
全
の
態
勢
を
整
え
る
こ
と
が
益
々
重
要
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

内
閣
は
九
月
四
日
、
台
風
の
発
生
に
伴
い
、
災
害
対
策
関
係
省
庁
連
絡
会
議
を
開
催
し
、
非
常
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し

た
が
、
同
日
は
紀
伊
半
島
を
中
心
に
八
十
人
を
超
え
る
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
て
お
り
、
初
動
の
遅
れ
は
否
め
な
い
。

台
風
接
近
時
か
ら
直
ち
に
、
国
土
交
通
省
な
ど
の
知
見
を
持
つ
高
官
を
現
地
に
派
遣
し
指
示
さ
せ
る
べ
き
だ
っ
た
と
考
え
る

が
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

総
務
省
消
防
庁
が
行
っ
た
平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
時
点
の
全
国
の
市
区
町
村
に
お
け
る
避
難
勧
告
等
に
係
る
具
体
的

な
発
令
基
準
の
策
定
状
況
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
水
害
に
関
し
て
は
、
策
定
済
み
で
あ
る
市
区
町
村
の
割
合
は
、
五

十
九
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
に
お
け
る
全
国
及
び
今
回
の
台
風
十
二
号
に
よ
っ
て
被
災
し
た
地
域
の
進
捗
状

況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
こ
れ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
、
野
田
内
閣
の

見
解
如
何
。

三

二
に
関
連
し
、
前
回
調
査
時
点
で
策
定
中
の
市
区
町
村
に
つ
い
て
、
そ
の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

二



ま
た
、
未
だ
策
定
が
な
さ
れ
て
い
な
い
市
区
町
村
に
、
国
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
、
野
田
内
閣
の
見

解
如
何
。

四

避
難
勧
告
・
指
示
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
長
が
判
断
し
て
発
令
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
自
治
体
機
能
が

稼
動
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
近
年
風
水
害
の
形
態
や
規
模
が
大
型
化
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
状
況

変
化
に
適
時
的
確
な
災
害
対
応
が
求
め
ら
れ
、
市
町
村
長
の
発
令
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
野
田
内
閣
の
見
解

如
何
。

五

急
峻
な
山
地
で
は
、
基
幹
道
路
が
海
岸
沿
い
に
あ
り
、
山
間
部
の
交
通
網
が
土
砂
災
害
な
ど
で
通
行
を
遮
断
さ
れ
、
復
旧

す
る
ま
で
多
く
の
住
民
が
孤
立
し
た
状
態
が
続
く
。
土
砂
災
害
や
冠
水
の
危
険
性
の
高
い
場
所
を
地
域
で
共
有
し
、
複
数
の

避
難
経
路
や
避
難
場
所
を
設
置
す
る
な
ど
の
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、
国
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
野

田
内
閣
の
見
解
如
何
。

六

昨
夏
、
政
府
の
中
央
防
災
会
議
は
専
門
調
査
会
を
設
置
し
、
住
民
の
災
害
避
難
の
あ
り
方
に
つ
い
て
再
点
検
を
始
め
て
い

る
と
聞
く
が
、
そ
の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
野
田
内
閣
の
具
体
的
な
見
解
如
何
。

七

一
〜
六
に
関
連
し
、
国
は
自
衛
隊
、
警
察
、
全
国
の
自
治
体
、
自
治
体
消
防
、
消
防
団
等
と
の
信
頼
関
係
を
回
復
さ
せ
、

三



市
町
村
に
対
す
る
支
援
を
一
層
強
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
財
政
面
な
ど
を
含
み
ど
の
よ
う
な
支
援
を
講
じ
て
い
く
の

か
、
野
田
内
閣
の
具
体
的
な
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


